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ローマの信徒への⼿紙 5 章 
「苦難をも誇りに」 
5:3 そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたし
たちは知っているのです、苦難は忍耐を、 
5:4 忍耐は練達を、練達は希望を⽣むということを。 
5:5 希望はわたしたちを欺くことがありません。 
わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたし
たちの⼼に注がれているからです。 
+++++++ 
パウロは前の節で「神の栄光にあずかる希望を誇りにし
ている」と書きました。 
続けてパウロはそこまでに⾄るプロセスの中で「苦難も
ある」ことを認め、「苦難をも誇りにしている」と書い
ています。 
 
1）「栄光も苦難も」 
パウロにとっては、将来の栄光を期待し、そこに⼤きな
喜びと栄誉を感じていたことがわかります。 
本来はキリストに反抗し、神に対して反抗していた⾃分
が赦されてキリストの宣教者となり、囚われたり迫害に
あったりしながらも将来的には「神の栄光にあずかれる」
という期待と喜びは⼤きいものでした。 
しかし、パウロは決して、現実逃避をしていませんでし
た。 
彼は「苦難の存在」を知っており、それに直⾯している
時でも「それを神から託されたものとして受け⽌め、誇
りにしている」と証ししているからです。 
 
2）苦難が忍耐を、忍耐が練達を、練達は希望を 
 
パウロは「苦難」を「単独の出来事」として捉えていま
せんでした。⼈⽣における、ひとつの⼤切な 1 ページと
して理解していたのです。 
ですから、苦難は、苦難だけで終わるものではないと彼
は考えていました。 
たとえば、苦難の中で死を味わうとしても、その先に永
遠のいのちがまっていることを意識していた 
と思いますし、基本的には苦難は忍耐を、忍耐が練達を、
練達は希望を⽣み出すための素材になることを 
パウロは⾃覚しているのです。 

 
よく「⼈⽣には無駄はない」と⾔われていますが、この
パウロの「苦難が忍耐を、忍耐が練達を、練達は希望を」
⽣み出すという発想を⾃分のものとして理解できたら、
間違いなく「⼈⽣には無駄はない」と認めることができ
ると思います。 
でも、こういうことについては、私たちは頭では理解し
ているつもりですが、実際には「苦難」に出会うと 
「苦難」にばかり⽬がいってしまい、「苦難を⼈⽣のボ
スに据えてしまう」傾向があるのです。 
「苦難の中にもがいている⾃分」を連想し、神様は、そ
の先に何かしら希望につながる道や無駄にならない⽅向
を⽰してくださることを信じることができると、苦難の
虜からは脱出できるのかもしれません。 
 
3）聖霊による神の愛が注がれている 
 
どうしたら「苦難」から脱出の道が⾒えてくるのか、ど
うしたら、⾃分で⾃分を苦しめる習慣から逃れることが 
できるのか、パウロは知っていました。 
それは「神の愛」が注がれていることへの信頼でした。 
神の愛に包まれていることを理解できると、「⾃分は決
してひとりぼっちではない」ということがわかります。 
そして「神の愛」は「神の最善の道」へと私たちを導い
てくださることがわかります。 
だからこそ、「絶望」への道は遮断され、「希望への道」
が⽬の前に広がるのです。 
 
今⽇、苦労、苦難、病気、悲しみの中に置かれているあ
なたに。 
 
他者から「⼤丈夫だよ」と⾔われたら腹が⽴つかもしれ
ません。でも、神様ご⾃⾝が「あなたは私の⽬には⾼価
で尊い」と語っており、その愛で包み込み導き出そうと
しておられることを聖書の⾔葉から⼼にうなづけるなら、 
もう⼀度、ゆっくりこのパウロの⾔葉を読み返して、神
様に感謝の祈りを捧げてみてください。 
 
5:1 このように、わたしたちは信仰によって義とされた
のだから、わたしたちの主イエス・キリストによって神
との間に平和を得ており、 



5:2 このキリストのお陰で、今の恵みに信仰によって導
き⼊れられ、神の栄光にあずかる希望を誇りにしていま
す。 
5:3 そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたし
たちは知っているのです、苦難は忍耐を、 
5:4 忍耐は練達を、練達は希望を⽣むということを。 
5:5 希望はわたしたちを欺くことがありません。 
わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたし
たちの⼼に注がれているからです。 
 
祝福がありますように。 
 
関根⼀夫 


